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感染

症名 
病原体 潜伏期間 感染経路 症  状 診 断 治療方法 予防方法 感染期間 

登園の 

めやす 
保育所において留意すべき事項 

風
し
ん 

（
三
日
は
し
か
） 

風しん

ウイル

ス 

16～18日

（通常14

～23日） 

飛沫感染 

接触感染 

発熱、発しん、リンパ

節腫脹 

発熱の程度は一般に

軽い。発しんは淡紅色

の斑状丘疹で、顔面か

ら始まり、頭部、体幹、

四肢へと拡がり、約3

日で消える。リンパ節

腫脹は有痛性で頸部、

耳介後部、後頭部に出

現する。 

＜合併症＞関節炎、ま

れに血小板減少性紫

斑病、脳炎を合併す

る。 

臨床的診

断、ウイ

ルス分

離、血清

学的診断 

対症療法 麻しん風しん

混合ワクチン

（定期接種）、

風しん弱毒生

ワクチン。 

 

1歳になったら

なるべく早く

原則として、麻

しん風しん混

合ワクチンを

接種する。小学

校就学前の1年

間（5歳児クラ

ス）に2回目の

麻しん風しん

混合ワクチン

の接種を行う。 

発しん出現

前7日から発

しん出現後7

日間まで 

（ただし解

熱すると急

速に感染力

は低下す

る。） 

発しんが消

失するまで 

・妊娠前半期の妊婦が風しんにかかると、白内障、

先天性心疾患、難聴等の先天異常の子どもが生ま

れる（先天性風しん症候群）可能性があるため、

1人でも発生した場合は、送迎時に注意を促す。 

・保育所職員は、感染リスクが高いのであらかじめ

ワクチンで免疫をつけておく。 

・平常時から麻しん風しん混合ワクチンを受けてい 

るか確認し、入所児童のワクチン接種率を上げ

ておく。 

水
痘 

（
み
ず
ぼ
う
そ
う
） 

水痘・帯

状疱疹

ウイル

ス 

14～16日 

（10～21

日） 

空気感染

飛沫感染 

接触感染 

 

発しんは体幹から全

身に、頭髪部や口腔内

にも出現する。紅斑か

ら丘疹、水疱、痂皮の

順に変化する。種々の

段階の発しんが同時

に混在する。発しんは

かゆみが強い。 

＜合併症＞皮膚の細

菌感染症、肺炎 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床的診

断、水疱

中の水

痘・帯状

疱疹ウイ

ルス抗原

の検出、

血清学的

診断 

アシクロ

ビル等の

抗ウイル

ス薬の内

服 

水痘弱毒生ワ

クチン（任意接

種／緊急接種） 

発しんが出

現する1～2

日前からす

べての発し

んが痂皮化

するまで 

すべての発

しんが痂皮

化するまで 

・水痘の感染力は極めて強く集団感染をおこす。 

・免疫力が低下している児では重症化する。 

・接触後72時間以内にワクチンを接種することで発

症の予防、症状の軽減が期待できる（緊急接種）。 

・妊婦の感染により、先天性水痘症候群という先天

異常や分娩5日前～分娩2日後に母親が水痘を発

症した場合、生まれた新生児は重症水痘で死亡す

ることがある。 


